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一
、

　
「
機
械
」
は
、
一
九
三
○
年
（
昭
和
五
年
）
九
月
発
行
の
『
改
造
』
第
十
二

巻
第
九
号
に
発
表
さ
れ
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）四
月
、
白
水
社
発
行
『
機

械
』
に
収
録
さ
れ
た
、
横
光
利
一
の
小
説
で
あ
る
。

　
「
機
械
」
に
は
、「
絶
え
ず
私
た
ち
を
計
つ
て
ゐ
て
そ
の
計
つ
た
ま
ま
に
ま

た
私
た
ち
を
押
し
進
め
て
く
れ
て
ゐ
る
」「
見
え
ざ
る
機
械
」
と
い
う
存
在
が

登
場
す
る
。
そ
の
「
近
づ
い
て
来
る
機
械
の
鋭
い
先
尖
」
に
狙
わ
れ
た
「
私
」

は
、
徐
々
に
狂
人
と
な
っ
て
い
く
。
以
下
、
本
稿
で
は
、「
見
え
ざ
る
機
械
」

を＜

機
械＞

と
表
記
し
、
作
品
名
と
区
別
す
る
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
、＜

機
械＞

は
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
で
説
明
さ
れ
て
き

た
。
谷
川
徹
三
は
、「
機
械
」
に
、「
気
づ
か
な
い
う
ち
に
」「
ひ
そ
か
に
恐
れ

て
ゐ
る
出
来
事
」
を
引
き
起
こ
す
「
か
く
れ
た
必
要
の
力
」
の
存
在
を
読
み
取

る
（
１
）。
井
上
良
雄
は
、「
人
間
に
と
つ
て
、
世
界
と
は
ま
こ
と
に
一
個
の
「
機

械
」」
と
述
べ
、「
わ
れ
わ
れ
の
後
に
あ
る
巨
大
な
「
機
械
」」
を
動
か
す
「
眼

に
見
え
ぬ
宿
命
の
鬼
」
の
存
在
を
仮
設
す
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
上
に
は
一
個
の
」、

「
勝
つ
す
べ
の
な
い
巨
大
な
必
然
の
法
則
」
が
あ
る
と
し
、
エ
ッ
セ
イ
「
文
字

に
つ
い
て
─
─
形
式
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
─
─
」
で
い
う
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

の
理
論
で＜

機
械＞

を
把
握
し
て
い
る
（
２
）。

　

畑
井
俊
幸
は
、＜

機
械＞

を
、「
地
球
と
言
う
一
つ
の
「
生
物
と
環
境
」
を

吞
ん
だ
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
」
と
理
解
す
る
。「
想
像
も
つ
か
な
い

大
き
な
自
然
の
力
に
よ
っ
て
」、
地
球
は
「
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
つ
つ
動
か
さ
れ

て
い
る
」。「
地
球
の
シ
ス
テ
ム
の
法
則
性
」
に
よ
っ
て
、
個
人
の
行
動
は
「
予

定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
歯
車
が
仕
組
ま
れ
て
い
た
」
と
解
読
し
て
い
る
（
３
）。

　

河
田
和
子
は
、「
主
人
を
、
機
械
と
い
う
物
理
法
則
的
な
も
の
に
支
配
さ
れ

て
い
る
一
人
」
と
理
解
し
、＜

機
械＞

を
「
人
間
社
会
を
超
え
た
も
う
一
つ
大

き
な
レ
ベ
ル
と
し
て
、
自
然
法
則
」
と
し
て
い
る
（
４
）。
濱
川
勝
彦
も
、「「
機

械
」
と
言
う
言
葉
」
を
、「
人
間
の
意
思
や
人
間
関
係
と
は
無
関
係
に
世
界
を

動
か
す
巨
大
な
「
原
理
」
を
表
す
も
の
」
と
解
釈
し
、＜

機
械＞

を
、「
人
間

関
係
」「
個
々
の
「
自
意
識
」」「
人
間
の
善
意
や
悪
」
と
は
無
関
係
に
、「
そ
れ

ら
総
て
を
包
ん
で
押
し
流
す
大
き
な
力
」
と
理
解
し
て
い
る
（
５
）。

　

こ
れ
ら
の
解
釈
は
、
表
現
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、「
機
械
」
に
自
然
の
法
則

性
を
読
解
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
法
則
性
に
、
観
測
不
能
の
属
性
を

読
み
取
り
、
人
間
は
そ
れ
に
逆
ら
え
な
い
と
す
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
法
則
性
の
正
体
に
つ
い
て
は
、
な
お
追
究
の
余
地
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
自
然
の
法
則
性
と
い
う
モ
チ
ー
フ
と
「
私
」
の
狂
人
化
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
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の
関
係
性
も
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
自
然
の
法
則
性
を
「
機
械
」

の
モ
チ
ー
フ
と
す
る
前
提
に
た
ち
、
そ
の
法
則
性
の
正
体
を
考
究
し
つ
つ
、

「
機
械
」
の
解
読
を
試
み
る
。

　
　
　
二
、

　　
「
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
製
造
所
」
を
舞
台
と
す
る
「
機
械
」
に
は
、
大
量
の
化

学
用
語
が
出
現
す
る
。
そ
の
用
語
を
【
表
１
】
に
示
す
。

塩化鉄
臭素
真鍮
エーテル
重クロム酸
アニリン
カルシユーム
ビスムチル
クロム酸加里
アルミニユーム
カセイソーダ
蒼鉛
珪酸ジルコニウム
セレニウム
アンモニア
塩素

【表１】

　　

こ
れ
ら
化
学
用
語
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
考
察
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
横
光

は
、「
機
械
」
の
執
筆
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に
化
学
知
識
を
受
容
し
た
だ
ろ

う
か
。

　
「
機
械
」
の
発
表
前
後
、
横
光
は
、
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
、「
片
山
正
夫
博
士

の
化
学
本
論
」（
６
）

や
「
片
山
博
士
の
科
学
論
」（
７
）

に
言
及
し
、
そ
の
著
作
『
化

学
本
論
』
を
引
用
し
て
い
る
。
片
山
正
夫
は
、
一
八
七
七
年
に
生
ま
れ
、
一
九

六
一
年
に
没
す
る
日
本
の
物
理
化
学
者
で
あ
る
。
東
北
帝
国
大
学
理
科
大
学

教
授
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
を
歴
任
し
、
一
九
一
五
年
、
内
田
老
鶴
圃
よ
り
、

『
化
学
本
論
』
を
出
版
し
た
（
８
）。
次
に
、『
化
学
本
論
』
の
「
序
言
」
を
引
用

す
る
。

　

化
学
本
論
に
於
て
は
一
々
の
化
合
物
の
性
質
変
化
を
主
眼
と
ぜ
（
マ
マ
）ず
、
一

般
に
亘
る
根
本
的
関
係
を
説
述
す
る
を
以
て
目
的
と
す
る
。

　

化
学
本
論
の
急
速
な
る
発
達
は
、
化
学
研
究
の
内
容
を
し
て
殆
ど
一
変

せ
し
め
た
る
と
同
時
に
、
其
の
応
用
方
面
に
於
て
も
多
大
な
る
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
今
日
冶
金
学
或
は
化
学
製
造
工
業
に
従
事
す
る
人
は
、
化
学
本

論
の
根
柢
に
於
て
確
乎
た
る
素
養
な
き
時
は
、
到
底
日
進
月
歩
の
学
説
技

術
の
戦
場
に
角
逐
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
又
医
学
に
志
す
人
は
日
々
化
学

本
論
の
応
用
増
進
す
る
を
見
て
、
此
部
門
の
智
識
が
絶
対
必
要
な
る
事
を

唱
へ
ぬ
も
の
は
無
い
。
此
等
の
人
士
に
向
つ
て
有
力
な
る
武
器
と
し
て
活

用
し
得
べ
き
程
度
に
新
化
学
を
説
述
せ
る
書
は
、
未
だ
邦
語
の
著
書
中
に

之
を
発
見
す
る
に
苦
む
。
是
れ
著
者
が
自
ら
揣
ら
ず
本
書
に
着
手
し
た
る

第
一
の
動
機
で
あ
る
。（
中
略
）

　

化
学
本
論
を
説
述
す
る
に
当
つ
て
、
往
々
熱
力
学
を
回
避
し
或
は
後
回

し
と
し
た
る
書
も
あ
る
。
然
も
此
根
柢
的
原
則
に
於
て
充
分
な
理
解
を
欠

く
時
は
、
平
衡
論
は
其
正
味
を
失
ふ
こ
と
に
な
つ
て
仕
舞
ふ
。

　
『
化
学
本
論
』
は
、「
熱
力
学
」
を
「
根
柢
的
原
則
」
と
し
て
、
系
統
的
に
化

学
の
「
根
本
的
関
係
」
を
説
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
日
本
最
初
の
化
学
教

科
書
で
あ
る
。
横
光
に
お
け
る
『
化
学
本
論
』
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
山
本
亮

介
の
指
摘
が
あ
る
（
９
）。
山
本
は
、
横
光
の
エ
ッ
セ
イ
「
文
字
に
つ
い
て
─
─

形
式
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
─
─
」
に
お
け
る
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
な

ど
の
概
念
が
、「
ほ
ぼ
原
文
に
近
い
形
」
で
『
化
学
本
論
』
を
引
用
し
て
書
か

れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
山
本
の
指
摘
は
、
高
橋
幸
平
・
加
藤
夢
三
に
よ

る
横
光
論
（
10
）

に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
が
、

化
学
思
想
と
「
機
械
」
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
指
摘
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

以
下
、
横
光
が
化
学
思
想
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
、「
機
械
」
に
敷
衍
し
て
い
っ
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た
の
か
と
い
う
点
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
【
表
２
】
は
、「
機
械
」
に
お
け
る
化
学
用
語
を
『
化
学
本
論
』
に
お
け
る
化

学
用
語
と
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。

　「機械」 　『化学本論』
塩化鉄 塩化鉄
臭素 臭素
真鍮 真鍮
エーテル エーテル
重クロム酸 重クロム酸
アニリン アニリン
カルシユーム カルシウム
ビスムチル・蒼鉛 蒼鉛
クロム酸加里 クロム酸加里
アルミニユーム アルミニウム
カセイソーダ 苛性曹達
珪酸ジルコニウム ジルコニウム
セレニウム セレニウム
アンモニア アンモニア
塩素 塩素

【表２】

　
「
機
械
」
に
お
け
る
化
学
用
語
は
、
全
て
『
化
学
本
論
』
に
も
出
現
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
用
語
は
、『
化
学
本
論
』
第
十
編
「
原
子
分
子
論
」
に
集
中
し

て
い
る
。

　
「
機
械
」
で
は
、「
セ
レ
ニ
ウ
ム
の
赤
色
塗
の
秘
法
」
を
知
る
主
人
の
指
示
に

従
っ
て
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
染
色
工
程
が
断
片
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

工
程
を
⑴
～
⑷
と
し
て
、
本
文
の
順
に
引
用
す
る
。

⑴
此
の
穴
へ
落
ち
込
む
と
金
属
を
腐
蝕
さ
せ
る
塩
化
鉄
で
衣
類
や
皮
膚
が

だ
ん
だ
ん
役
に
立
た
な
く
な
り
、

⑵
屋
敷
の
仕
事
は
真
鍮
の
地
金
を
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
の
溶
液
中
に
入
れ
て
軽

部
の
す
ま
せ
て
来
た
塩
化
鉄
の
腐
蝕
薬
と
一
緒
に
そ
の
と
き
用
ひ
た
ニ
ス

や
グ
リ
ユ
ー
を
洗
ひ
落
す
役
目
な
の
だ
が
、

⑶
そ
の
彼
の
魅
力
は
絶
え
ず
私
へ
も
言
葉
を
云
ふ
度
に
迫
つ
て
来
る
の
だ

が
何
に
せ
よ
私
は
あ
ま
り
に
急
が
し
く
て
朝
早
く
か
ら
瓦
斯
で
熱
し
た
真

鍮
へ
漆
を
塗
り
つ
け
て
は
乾
か
し
た
り
重
ク
ロ
ム
サ
ン
ア
ン
モ
ニ
ア
で
塗

り
つ
め
た
金
属
板
を
日
光
に
曝
し
て
感
光
さ
せ
た
り
ア
ニ
リ
ン
を
か
け
て

み
た
り
、

⑷
だ
い
い
ち
暗
室
の
中
に
は
私
の
苦
心
を
重
ね
た
蒼
鉛
と
珪
酸
ジ
ル
コ
ニ

ウ
ム
の
化
合
物
や
、
主
人
の
得
意
と
す
る
無
定
形
セ
レ
ニ
ウ
ム
の
赤
色
塗

の
秘
法
が
化
学
方
程
式
と
な
つ
て
隠
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
「
機
械
」
に
お
け
る
「
セ
レ
ニ
ウ
ム
の
赤
色
塗
の
秘
法
」
と
は
、「
重
ク
ロ
ム

酸
」
と
「
塩
化
鉄
」
を
使
用
し
、「
真
鍮
」
を
腐
蝕
さ
せ
る
方
法
で
あ
っ
た
。

一
方
、『
化
学
本
論
』
第
十
編
「
原
子
分
子
論
」
で
も
、「
鉄
塩
」（
塩
化
鉄
）

と
「
重
ク
ロ
ム
酸
」
を
使
用
し
、「
亜
鉛
或
は
銅
板
」（
真
鍮
）
を
腐
蝕
す
る
染

色
の
作
業
工
程
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

写
真
に
用
ふ
る
は
主
と
し
て
臭
化
銀
で
あ
る
。
而
し
ゼ
ラ
チ
ン
版
に
於

て
は
、
同
時
に
存
在
す
る
ゼ
ラ
チ
ン
の
為
に
臭
素
は
吸
収
せ
ら
れ
、
反
応

は
不
可
逆
的
と
な
る
。（
中
略
）

　

銀
塩
の
反
応
は
赤
黄
等
波
長
の
大
な
る
光
に
は
感
し
難
い
。
然
る
に
之

に
エ
リ
ス
ロ
シ
ン
、
二
沃
素
フ
リ
ユ
オ
レ
シ
ン
等
の
色
素
を
加
ふ
れ
ば
、

赤
に
近
き
色
に
感
じ
易
く
な
る
。
此
事
実
はV

ogel

氏
（1873

）
の
発
見

に
罹
り
、
写
真
術
の
進
歩
に
対
し
大
な
る
効
果
を
有
つ
た
。
前
にEder

氏
の
反
応
が
鉄
塩
の
存
在
に
於
て
感
光
性
と
な
る
事
を
述
べ
た
が
、
上
記

の
場
合
は
之
と
同
様
で
あ
る
。（
中
略
）
兎
も
角
斯
の
如
き
方
法
に
よ
り

任
意
の
色
に
感
ず
る
写
真
版
を
製
し
得
る
を
以
て
写
真
術
は
大
に
進
歩

し
、
天
然
色
写
真
を
も
作
り
得
る
様
に
な
つ
た
。
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ゼ
ラ
チ
ン
を
重
ク
ロ
ム
酸
塩
に
て
処
理
し
乾
か
し
た
る
も
の
は
、
光
に

当
れ
ば
水
に
不
溶
解
性
と
な
る
。（
中
略
）
此
の
反
応
も
亦
印
刷
術
に
広

く
応
用
せ
ら
る
ゝ
。
例
へ
ば
亜
鉛
或
は
銅
板
の
上
に
之
を
施
し
、
光
に
当

て
た
る
後
洗
へ
ば
反
応
を
起
さ
ゞ
り
し
部
分
の
み
溶
け
去
る
。
之
を
適
当

の
薬
品
に
て
侵
蝕
し
て
印
刷
に
使
用
す
る
。
又
不
溶
性
と
な
り
た
る
部
分

は
水
に
濡
れ
ず
、
脂
油
を
吸
取
す
る
。
従
つ
て
光
に
当
て
た
る
も
の
を
洗

ひ
、
之
に
脂
油
に
て
ね
り
た
る
顔
料
を
施
せ
ば
、
不
溶
性
の
部
分
に
の
み

附
着
す
る
。

　
【
表
３
】
は
、「
機
械
」
に
お
け
る
染
色
の
作
業
工
程
を
『
化
学
本
論
』
に
お

け
る
染
色
の
作
業
工
程
と
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
機
械
」
に
お
い
て
は
、「
真
鍮
」
に
「
漆
を
塗
り
つ
け
て
は
乾
か
し
」
て
、「
重

ク
ロ
ム
サ
ン
ア
ン
モ
ニ
ア
で
塗
り
つ
め
」、「
感
光
さ
せ
」
て
い
る
。
こ
の
過
程

は
、『
化
学
本
論
』
の
「
ゼ
ラ
チ
ン
を
重
ク
ロ
ム
酸
塩
に
て
処
理
し
乾
か
し
た
」

後
、
そ
れ
を
「
亜
鉛
或
は
銅
板
」（
真
鍮
）
の
上
に
塗
り
つ
け
、「
光
に
当
」
て

る
と
い
う
説
明
に
対
応
し
よ
う
。「
機
械
」
に
お
け
る
「
漆
」
は
、
水
に
溶
解

せ
ず
、
脂
油
を
吸
収
す
る
と
い
う
性
質
が
『
化
学
本
論
』
の
「
ゼ
ラ
チ
ン
」
と

等
し
い
。「
漆
」
を
塗
っ
て
か
ら
「
重
ク
ロ
ム
サ
ン
」
を
塗
る
か
、「
ゼ
ラ
チ
ン
」

と
「
重
ク
ロ
ム
サ
ン
」
を
混
ぜ
て
か
ら
一
緒
に
塗
る
か
、
と
い
う
手
順
の
違
い

は
あ
る
も
の
の
、「
真
鍮
」
に
「
重
ク
ロ
ム
サ
ン
」
を
塗
る
点
も
一
致
し
て
い

る
。
そ
の
後
、「
塩
化
鉄
」
で
金
属
を
腐
蝕
さ
せ
、
さ
ら
に
、「
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
」

で
「
す
ま
せ
て
来
た
塩
化
鉄
の
腐
蝕
薬
」
を
洗
い
落
す
。
最
後
に
、
処
置
し
た

金
属
の
「
脂
油
を
吸
収
す
る
」
性
質
を
利
用
し
て
、「
脂
油
」
で
練
っ
た
赤
色

の
「
セ
レ
ニ
ウ
ム
」
を
顔
料
と
し
て
、
染
色
が
完
成
す
る
。

　
『
化
学
本
論
』
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
機
械
」
に
お
け
る
染
色
工
程

の
全
貌
が
よ
り
明
確
に
理
解
で
き
る
。「
機
械
」
に
お
け
る
染
色
に
使
用
す
る

化
学
物
質
と
そ
の
作
業
工
程
は
、『
化
学
本
論
』
の
内
容
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
。『
化
学
本
論
』
以
外
の
参
考
書
も
存
在
す
る
可
能
性
が
排
除
で
き
な
い
が
、

横
光
が
、
化
学
原
理
に
忠
実
に
則
っ
て
、「
機
械
」
に
お
け
る
染
色
を
描
写
し

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　「
機
械
」

　『
化
学
本
論
』

⑶
真
鍮
へ
漆
を
塗
り
つ
け
て
は
乾

か
し
た
り

ゼ
ラ
チ
ン
を
重
ク
ロ
ム
酸
塩
に
て

処
理
し
乾
か
し
た
る
も
の
は
、
光

に
当
れ
ば
水
に
不
溶
解
性
と
な

る
。

⑶
重
ク
ロ
ム
サ
ン
ア
ン
モ
ニ
ア
で

塗
り
つ
め
た
金
属
板
を
日
光
に
曝

し
て
感
光
さ
せ
た
り

亜
鉛
或
は
銅
板
（
真
鍮
）
の
上
に

之
を
施
し
、
光
に
当
て
た
る
後
洗

へ
ば
反
応
を
起
さ
ゞ
り
し
部
分
の

み
溶
け
去
る
。

⑴
金
属
を
腐
蝕
さ
せ
る
塩
化
鉄

之
を
適
当
の
薬
品
（
鉄
塩
）
に
て

侵
蝕
し
て
印
刷
に
使
用
す
る
。

⑵
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
の
溶
液
中
に
入

れ
て
軽
部
の
す
ま
せ
て
来
た
塩
化

鉄
の
腐
蝕
薬
…
…
洗
ひ
落
す
。

従
つ
て
光
に
当
て
た
る
も
の
を
洗

ひ
、

⑷
無
定
形
セ
レ
ニ
ウ
ム
の
赤
色
塗

之
に
脂
油
に
て
ね
り
た
る
顔
料
を

施
せ
ば
、
不
溶
性
の
部
分
に
の
み

付
着
す
る
。

【表３】
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三
、

　　
「
機
械
」
第
五
段
に
至
っ
て
、＜

機
械＞

が
初
め
て
登
場
す
る
。

　

そ
れ
か
ら
の
私
は
化
合
物
と
元
素
の
有
機
関
係
を
験
べ
る
こ
と
に
ま
す

ま
す
興
味
を
向
け
て
い
つ
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
興
味
を
持
て
ば
持
つ
ほ
ど

今
迄
知
ら
な
か
つ
た
無
機
物
内
の
微
妙
な
有
機
的
運
動
の
急
所
を
読
み
と

る
こ
と
が
出
来
て
来
て
、
い
か
な
る
小
さ
な
こ
と
に
も
機
械
の
や
う
な
法

則
が
係
数
と
な
つ
て
実
体
を
計
つ
て
ゐ
る
こ
と
に
気
附
き
出
し
た
私
の
唯

心
的
な
眼
醒
め
の
第
一
歩
と
な
つ
て
来
た
。（
第
五
段
落
）

　

染
色
に
携
わ
り
始
め
た
「
私
」
は
、「
化
合
物
と
元
素
の
有
機
関
係
」
を
調
べ
、

「
無
機
物
内
の
微
妙
な
有
機
的
運
動
の
急
所
」
を
認
め
、「
い
か
な
る
小
さ
な
こ

と
に
も
機
械
の
や
う
な
法
則
が
係
数
と
な
つ
て
実
体
を
計
つ
て
ゐ
る
こ
と
」
に

気
づ
く
。
こ
こ
で
の
「
実
体
」
と
は
、
実
験
に
使
用
す
る
「
化
合
物
と
元
素
」

の
こ
と
で
あ
る
。「
私
」
は
、「
無
機
物
内
の
微
妙
な
有
機
的
運
動
」
の
存
在
に
、

実
験
を
通
し
て
想
到
す
る
。「
係
数
と
な
つ
て
実
体
を
計
つ
て
ゐ
る
こ
と
」
と

は
、
実
験
に
よ
っ
て
、「
化
合
物
と
元
素
」
が
一
定
の
化
学
反
応
を
示
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。「
私
」
は
、
化
学
反
応
を
支
配
す
る
「
機
械
の
や
う
な
法
則
」

を
感
得
す
る
。「
私
」
は
、「
実
体
」
の
な
い
法
則
性
を
感
得
す
る
こ
と
を
、「
唯

心
的
な
眼
醒
め
の
第
一
歩
」
と
し
て
い
る
。

　

私
は
両
腕
で
頭
を
か
か
へ
て
ま
ん
丸
く
な
り
な
が
ら
私
の
し
た
こ
と
が

二
人
か
ら
殴
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
そ
れ
ほ
ど
も
悪
い
か
ど
う
か
考
へ
た
。
な

る
ほ
ど
私
は
事
件
の
起
り
始
め
た
と
き
か
ら
二
人
に
と
つ
て
は
意
表
外
の

行
為
ば
か
り
を
し
続
け
て
ゐ
た
に
ち
が
ひ
な
い
。
し
か
し
、
私
以
外
の
二

人
も
私
に
と
つ
て
は
意
外
な
こ
と
ば
か
り
を
し
た
で
は
な
い
か
。（
中
略
）

し
か
し
事
実
が
そ
ん
な
に
不
明
瞭
な
中
で
屋
敷
も
軽
部
も
二
人
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
私
を
疑
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
だ
け
は
明
瞭
な
の
だ
。
だ
が
此
の

私
ひ
と
り
に
と
つ
て
明
瞭
な
こ
と
も
ど
こ
ま
で
が
現
実
と
し
て
明
瞭
な
こ

と
な
の
か
ど
こ
で
ど
う
し
て
計
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に

も
拘
ら
ず
私
た
ち
の
間
に
は
一
切
が
明
瞭
に
分
つ
て
ゐ
る
か
の
ご
と
き
見

え
ざ
る
機
械
が
絶
え
ず
私
た
ち
を
計
つ
て
ゐ
て
そ
の
計
つ
た
ま
ま
に
ま
た

私
た
ち
を
押
し
進
め
て
く
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。（
第
七
段
落
）

　

軽
部
・
屋
敷
と
の
乱
闘
後
、
現
状
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

「
私
」
は
、
人
間
の
行
動
は
、
他
人
に
と
っ
て
は
意
表
外
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

相
互
に
推
測
に
基
づ
い
て
し
か
行
動
で
き
ず
、
誰
に
と
っ
て
も
現
実
全
体
は

「
不
明
瞭
」
で
あ
る
と
思
考
す
る
。
現
実
は
、
個
人
の
理
解
と
は
関
係
な
く
進

行
す
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。「
機
械
の
や
う
な
法
則
」
に
目
覚
め
た
「
私
」
は
、

現
実
の
進
行
に
つ
い
て
も
、「
一
切
が
明
瞭
に
分
つ
て
ゐ
る
か
の
ご
と
き
見
え

ざ
る
機
械
」
の
存
在
に
気
づ
き
、
そ
の＜

機
械＞

が
「
絶
え
ず
私
た
ち
を
計
つ

て
ゐ
て
そ
の
計
つ
た
ま
ま
に
ま
た
私
た
ち
を
押
し
進
め
て
く
れ
て
ゐ
る
」
と
感

じ
取
る
。「
実
体
」
の
な
い
「
機
械
の
や
う
な
法
則
」
は
、「
化
合
物
と
元
素
の

有
機
関
係
」
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
全
存
在
を
も
支
配
し
、
そ
の
行
動
を
予

め
決
定
し
て
い
る
。
こ
の
化
学
的
関
係
か
ら
人
間
の
全
存
在
ま
で
支
配
す
る
法

則
性
の
理
論
的
根
拠
は
、『
化
学
本
論
』
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
『
化
学
本
論
』
第
二
編
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
」
で
は
、
化
学
の
「
根
柢
的
原
則
」

で
あ
る
「
熱
力
学
」
に
つ
い
て
論
説
し
て
い
る
。

　

仕
事
を
連
続
的
に
為
す
目
的
に
造
ら
れ
た
る
装
置
は
所
謂
機
械
で
あ

る
。
連
続
的
の
働
き
を
な
す
為
に
は
、
其
装
置
は
或
時
間
の
後
に
は
再
び

元
の
有
様
に
回
り
、
同
じ
方
法
を
繰
返
す
様
に
造
ら
れ
て
居
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
例
へ
ば
進
退
又
は
回
転
等
の
運
動
は
此
の
如
き
種
類
で
あ
る
。
一

般
に
或
時
間
の
後
元
の
有
様
に
回
帰
す
る
過
程
を
一
の
輪
回
行
或
は
輪
行
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（Cyclic Process

）
と
い
ふ
。（
中
略
）
機
械
即
或
輪
行
に
於
て
仕
事
を

な
す
為
に
は
、
何
等
か
之
に
相
当
す
る
も
の
を
外
部
よ
り
与
へ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
事
が
明
で
あ
る
。
而
し
て
多
く
の
場
合
に
は
熱
を
供
給
す
る
。
此

様
な
事
実
よ
り
漸
次
に
エ
ネ
ル
ギ
ー（Energy

）な
る
考
が
生
じ
て
来
た
。

即
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
適
当
の
方
法
に
よ
り
仕
事
に
変
じ
得
る
も
の
を
云

ふ
の
で
あ
る
。
熱
、
電
力
等
は
皆
此
種
の
も
の
た
る
事
は
説
明
す
る
迄
も

な
い
。（
中
略
）
或
物
体
系
が
外
に
向
つ
て
仕
事
を
な
さ
ず
、
又
他
の
種

類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
入
も
な
き
場
合
に
は
、
其
物
体
系
の
中
に
如
何
な

る
変
化
あ
る
も
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
定
で
あ
る
。
故
に
他
と
交
渉
な

き
物
体
系
、
即
ち
宇
宙
間
に
於
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
は
一
定
で
あ
つ
て

寸
毫
も
増
減
し
得
ら
れ
な
い
と
い
ふ
事
に
な
る
。
之
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
滅

（Conservation of Energy

）
の
原
則
と
い
ふ
。（
中
略
）

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
滅
の
原
則
を
熱
と
仕
事
の
場
合
に
適
用
し
た
も
の
は
即

熱
力
学
の
第
一
則
（First Law

 of T
herm

odynam
ics

）
で
あ
る
。

　
『
化
学
本
論
』
で
は
、「
仕
事
を
連
続
的
に
為
す
」
装
置
を
「
機
械
」
と
定
義

す
る
。「
連
続
的
の
働
き
を
な
す
為
」
に
、「
機
械
」
は
、「
或
時
間
の
後
に
は

再
び
元
の
有
様
に
回
り
、
同
じ
方
法
」
を
繰
り
返
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
過
程

は
、「
輪
回
行
」
或
は
「
輪
行
」（Cyclic Process

）
と
呼
ば
れ
る
。「
機
械
」

が
仕
事
を
す
る
に
は
、「
外
部
」
か
ら
何
ら
か
の
力
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
概
念
が
生
じ
る
。

　
「
機
械
」
が
「
外
部
」
に
向
け
て
仕
事
を
せ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
入
が
な

い
場
合
は
、
内
部
に
お
い
て
「
如
何
な
る
変
化
あ
る
も
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
一
定
」
で
あ
る
。
故
に
、「
他
と
交
渉
な
き
物
体
系
」、「
宇
宙
間
に
於
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
は
一
定
で
あ
つ
て
寸
毫
も
増
減
し
得
ら
れ
な
い
」
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
滅
（Conservation of Energy

）
の
原
則
」

で
あ
る
。

　
『
化
学
本
論
』
で
は
、「
宇
宙
」
を
一
個
の
「
機
械
」
と
み
な
し
、「
宇
宙
間
」

の
あ
ら
ゆ
る
運
動
を
、「
機
械
」
の
ご
と
く
働
く
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
「
輪
回
行
」

と
し
て
統
合
し
て
い
る
。「
化
合
物
と
元
素
の
有
機
関
係
」
か
ら
、
人
間
の
行

動
に
至
る
ま
で
、「
宇
宙
」
の
す
べ
て
の
事
象
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
「
輪
回

行
」
と
い
う
「
見
え
ざ
る
」
力
学
的
関
係
（「
機
械
の
よ
う
な
法
則
」）
に
従
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
『
化
学
本
論
』
に
よ
っ
て
初
め
て
系
統
的
に
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
化
学
の
「
根

本
的
関
係
」
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
を
摂
取
し
た
横
光
は
、「
熱
力
学
」
に

基
づ
く
そ
の
宇
宙
観
に
注
目
し
、
小
説
「
機
械
」
に
お
い
て
、『
化
学
本
論
』

の
用
語
と
作
業
工
程
を
利
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
機
械
」
の
概
念
も
借
用

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
四
、

　　
「
機
械
」
に
は
、＜

機
械＞

と
い
う
奇
怪
な
存
在
が
出
現
す
る
だ
け
で
は
な

い
。
登
場
人
物
た
ち
も
、＜

機
械＞

に
支
配
さ
れ
、
徐
々
に
異
常
性
を
呈
し
て

い
く
。

　

初
め
の
間
は
私
は
私
の
家
の
主
人
が
狂
人
で
は
な
い
の
か
と
と
き
ど
き

思
つ
た
。
観
察
し
て
ゐ
る
と
ま
だ
三
つ
に
も
な
ら
な
い
彼
の
子
供
が
彼
を

い
や
が
る
か
ら
と
云
つ
て
親
父
を
い
や
が
る
法
が
あ
る
か
と
云
つ
て
怒
つ

て
ゐ
る
。
畳
の
上
を
よ
ち
よ
ち
歩
い
て
ゐ
る
そ
の
子
供
が
ば
つ
た
り
倒
れ

る
と
い
き
な
り
自
分
の
細
君
を
殴
り
つ
け
な
が
ら
お
前
が
番
を
し
て
ゐ
て

子
供
を
倒
す
と
云
ふ
こ
と
が
あ
る
か
と
云
ふ
。
見
て
ゐ
る
と
ま
る
で
喜
劇

だ
が
本
人
が
そ
れ
で
正
気
だ
か
ら
反
対
に
こ
れ
は
狂
人
で
は
な
い
の
か
と
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思
ふ
の
だ
。
少
し
子
供
が
泣
き
や
む
と
も
う
直
ぐ
子
供
を
抱
き
か
か
へ
て

部
屋
の
中
を
馳
け
廻
つ
て
ゐ
る
四
十
男
。（
第
一
段
落
）  

　

そ
れ
は
主
人
は
金
銭
を
持
つ
と
殆
ど
必
ず
途
中
で
落
し
て
了
ふ
の
で
主

婦
の
気
使
ひ
は
主
人
に
金
銭
を
渡
さ
ぬ
こ
と
が
第
一
で
あ
つ
た
の
だ
。
い

ま
ま
で
の
此
の
家
の
悲
劇
の
大
部
分
も
実
に
此
の
馬
鹿
げ
た
こ
と
ば
か
り

な
ん
だ
が
そ
れ
に
し
て
も
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
こ
こ
の
主
人
は
金
銭
を
落

す
の
か
誰
に
も
分
ら
な
い
。（
第
二
段
落
）

　

い
よ
い
よ
翌
日
と
な
つ
て
ま
た
誰
も
が
全
く
予
想
し
な
か
つ
た
新
し
い

出
来
事
に
逢
は
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
主
人
が
私
た
ち
の
仕
上
げ

た
製
作
品
と
ひ
き
換
へ
に
受
け
取
つ
て
来
た
金
額
全
部
を
帰
り
の
途
に
落

し
て
し
ま
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
全
く
私
た
ち
の
夜
の
目
も
ろ
く
ろ
く
眠
ら

ず
に
し
た
労
力
は
何
の
役
に
も
立
た
な
く
な
つ
た
の
だ
。
然
も
金
を
受
け

取
り
に
い
つ
た
主
人
と
一
緒
に
私
を
此
の
家
へ
紹
介
し
て
く
れ
た
主
人
の

姉
が
あ
ら
か
じ
め
主
人
が
金
を
落
す
で
あ
ら
う
と
予
想
し
て
つ
い
て
い
つ

た
と
云
ふ
の
だ
か
ら
、
こ
の
こ
と
だ
け
は
予
想
に
違
は
ず
事
件
は
進
行
し

て
ゐ
た
の
に
ち
が
ひ
な
い
が
、
ふ
と
久
し
振
り
に
大
金
を
儲
け
た
楽
し
さ

か
ら
た
と
へ
一
瞬
の
間
で
も
良
い
儲
け
た
金
額
を
持
つ
て
み
た
い
と
主
人

が
云
つ
た
の
で
つ
い
油
断
を
し
て
同
情
し
て
し
ま
ひ
、
主
人
に
暫
く
の
間

そ
の
金
を
持
た
し
た
の
だ
と
云
ふ
。
そ
の
間
に
一
つ
の
欠
陥
が
是
も
確
実

な
機
械
の
や
う
に
働
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。（
第
七
段
落
）

　

作
品
の
冒
頭
、
主
人
は
、「
金
銭
を
持
つ
と
殆
ど
必
ず
途
中
で
落
し
て
了
ふ
」

「
狂
人
」
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
乱
闘
後
、
主
人
は
設
定
通
り
に
「
受
け

取
つ
て
来
た
金
額
全
部
を
帰
り
の
途
に
落
し
て
し
ま
つ
た
」。
一
切
が
不
明
瞭

な
中
、
こ
れ
だ
け
は
「
予
想
に
違
は
ず
」、「
一
つ
の
欠
陥
が
是
も
確
実
な
機
械

の
や
う
に
働
い
て
ゐ
た
」。「
私
」
は
、
主
人
が
い
つ
も
金
銭
を
落
と
す
と
い
う

こ
と
を
、「
機
械
の
や
う
に
働
」
く
「
欠
陥
」
と
理
解
し
て
い
る
。「
私
」
に
と
っ

て
、
主
人
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
「
狂
人
」
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
に
お
け
る

「
狂
人
」
は
、
主
人
だ
け
で
は
な
い
。

　

す
る
と
五
日
目
頃
の
夜
中
に
な
つ
て
ふ
と
私
が
眼
を
醒
す
と
ま
だ
夜
業

を
続
け
て
ゐ
た
筈
の
屋
敷
が
暗
室
か
ら
出
て
来
て
主
婦
の
部
屋
の
方
へ
這

入
つ
て
い
つ
た
。
今
頃
主
婦
の
部
屋
へ
何
の
用
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
と
思

つ
て
ゐ
る
う
ち
に
惜
し
い
こ
と
に
は
も
う
私
は
仕
事
の
疲
れ
で
眠
つ
て
了

つ
た
。
翌
朝
ま
た
眼
を
醒
す
と
私
に
浮
ん
で
来
た
第
一
の
こ
と
は
昨
夜
の

屋
敷
の
様
子
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
困
つ
た
こ
と
に
は
考
へ
て
ゐ
る
う
ち

に
そ
れ
は
私
の
夢
で
あ
つ
た
の
か
現
実
で
あ
つ
た
の
か
全
く
分
ら
な
く
な

つ
て
来
た
こ
と
だ
。
疲
れ
て
ゐ
る
と
き
に
は
今
ま
で
と
て
も
と
き
ど
き
私

に
は
そ
ん
な
こ
と
が
あ
つ
た
の
で
な
ほ
此
の
度
の
屋
敷
の
こ
と
も
私
の
夢

か
も
し
れ
な
い
と
思
へ
る
の
だ
。（
中
略
）
で
は
暗
室
か
ら
出
て
来
た
の

だ
け
は
矢
張
り
屋
敷
で
あ
ら
う
か
そ
れ
と
も
そ
の
部
分
だ
け
は
夢
な
の
で

あ
ら
う
か
と
ま
た
私
は
迷
ひ
出
し
た
。
し
か
し
、
主
婦
の
部
屋
へ
這
入
り

込
ん
だ
男
が
屋
敷
で
な
く
て
主
人
だ
と
云
ふ
こ
と
だ
け
は
確
に
現
実
だ
つ

た
の
だ
か
ら
暗
室
か
ら
出
て
来
た
屋
敷
の
姿
も
全
然
夢
だ
と
ば
か
り
も
思

へ
な
く
な
つ
て
来
て
、
一
度
消
え
た
屋
敷
へ
の
疑
ひ
も
反
対
に
ま
た
だ
ん

だ
ん
深
く
す
す
ん
で
来
た
。
し
か
し
、
さ
う
云
ふ
疑
ひ
と
云
ふ
も
の
は
ひ

と
り
疑
つ
て
ゐ
た
の
で
は
結
局
自
分
自
身
を
疑
つ
て
い
く
だ
け
な
の
で
何

の
役
に
も
た
た
な
く
な
る
の
は
分
つ
て
ゐ
る
の
だ
。（
第
六
段
落
）

　

あ
る
日
目
覚
め
た
「
私
」
は
、
夜
中
に
屋
敷
が
暗
室
か
ら
出
て
、
主
婦
の
部

屋
に
入
っ
た
記
憶
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
私
の
夢
で
あ
つ
た
の
か
現
実
で
あ
つ

た
の
か
全
く
分
ら
な
」
い
。
部
屋
に
入
っ
た
の
は
主
人
だ
と
判
明
し
て
も
、「
暗

室
か
ら
出
て
来
た
の
だ
け
は
矢
張
り
屋
敷
で
あ
ら
う
か
そ
れ
と
も
そ
の
部
分
だ
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け
は
夢
な
の
で
あ
ら
う
か
」
と
、
さ
ら
に
「
迷
ひ
出
し
」、「
結
局
自
分
自
身
」

を
疑
っ
て
い
く
。
そ
れ
以
前
か
ら
、「
私
」
は
、「
疲
れ
て
ゐ
る
と
き
」、「
と
き

ど
き
」
夢
と
現
実
を
分
別
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

私
は
屋
敷
の
弁
解
が
出
鱈
目
だ
と
は
分
つ
て
ゐ
た
が
殴
る
軽
部
の
掌
の

音
が
あ
ま
り
激
し
い
の
で
も
う
殴
る
の
だ
け
は
や
め
る
が
良
い
と
云
ふ

と
、
軽
部
は
急
に
私
の
方
を
振
り
返
つ
て
、
そ
れ
で
は
二
人
は
共
謀
か
と

云
ふ
。
だ
い
た
い
共
謀
か
ど
う
か
か
う
云
ふ
こ
と
は
考
へ
れ
ば
分
る
で
は

な
い
か
と
私
は
云
は
う
と
し
て
ふ
と
考
へ
る
と
、
な
る
ほ
ど
こ
れ
は
共
謀

だ
と
思
は
れ
な
い
こ
と
は
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
ひ
よ
つ
と
す
る
と
事

実
は
共
謀
で
な
く
と
も
共
謀
と
同
じ
行
為
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

（
中
略
）
軽
部
に
火
を
点
け
た
の
は
君
で
は
な
い
の
か
と
云
つ
て
笑
つ
て

の
け
る
の
だ
。
な
る
ほ
ど
さ
う
云
は
れ
れ
ば
軽
部
に
火
を
点
け
た
の
は
私

だ
と
思
は
れ
た
つ
て
弁
解
の
仕
様
も
な
い
の
で
こ
れ
は
ひ
よ
つ
と
す
る
と

屋
敷
が
私
を
殴
つ
た
の
も
私
と
軽
部
が
共
謀
し
た
か
ら
だ
と
思
つ
た
の
で

は
な
か
ら
う
か
と
も
思
は
れ
出
し
、
い
つ
た
い
本
当
は
ど
ち
ら
が
ど
ん
な

風
に
私
を
思
つ
て
ゐ
る
の
か
ま
す
ま
す
私
に
は
分
ら
な
く
な
り
出
し
た
。

（
第
七
段
落
）

　

三
人
の
乱
闘
中
、「
私
」
は
、
軽
部
か
ら
「
二
人
は
共
謀
か
」
と
疑
わ
れ
る

と
、「
な
る
ほ
ど
こ
れ
は
共
謀
だ
と
思
は
れ
な
い
こ
と
は
な
い
」、「
共
謀
で
な

く
と
も
共
謀
と
同
じ
行
為
で
あ
る
」
と
納
得
す
る
。
乱
闘
後
、「
私
」
は
、
屋

敷
か
ら
「
軽
部
に
火
を
点
け
た
の
は
君
で
は
な
い
の
か
」
と
問
わ
れ
る
と
、
再

び
「
な
る
ほ
ど
」「
弁
解
の
仕
様
も
な
い
」
と
納
得
し
た
が
、
そ
の
矛
盾
に
気

づ
い
た
「
私
」
は
、「
い
つ
た
い
本
当
は
ど
ち
ら
が
ど
ん
な
風
に
私
を
思
つ
て

ゐ
る
の
か
ま
す
ま
す
私
に
は
分
ら
な
く
な
り
出
し
た
」。「
私
」
は
、
最
早
、
理

性
で
事
実
を
判
断
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

酒
に
酔
つ
て
ゐ
た
の
は
私
と
屋
敷
だ
け
で
は
な
く
て
軽
部
と
て
同
様
に

酔
つ
て
ゐ
た
の
だ
か
ら
彼
が
そ
の
劇
薬
を
屋
敷
に
飲
ま
さ
う
な
ど
と
し
た

の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
よ
し
た
と
へ
日
頃
考
へ
て
ゐ
た
こ
と
が
無
意
識

に
酔
の
中
に
働
い
て
彼
が
屋
敷
に
重
ク
ロ
ム
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
を
飲
ま
し
た

の
だ
と
す
る
な
ら
そ
れ
な
ら
或
い
は
屋
敷
に
そ
れ
を
飲
ま
し
た
の
は
同
様

な
理
由
に
よ
つ
て
私
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
い
や
、
全
く
私
と
て
彼
を
殺

さ
な
か
つ
た
と
ど
う
し
て
断
言
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。（
中
略
）

私
は
も
う
私
が
分
ら
な
く
な
つ
て
来
た
。（
第
八
段
落
）

　

作
品
の
結
末
に
お
い
て
、「
私
」
は
、
記
憶
に
な
い
屋
敷
の
死
に
つ
い
て
、

「
無
意
識
に
酔
の
中
に
」
自
分
が
殺
し
た
可
能
性
を
否
定
で
き
ず
、「
私
は
も
う

私
が
分
ら
な
く
な
つ
て
来
た
」。
こ
こ
で
は
、
記
憶
の
な
い
こ
と
さ
え
自
分
が

し
た
こ
と
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
、
異
常
な
思
考
に
達
し
て
い
る
。

　

夢
と
現
実
を
区
別
で
き
な
い
。
理
性
で
事
実
を
判
断
で
き
な
い
。
記
憶
の
な

い
こ
と
さ
え
自
分
の
行
動
と
思
っ
て
し
ま
う
。「
機
械
」
で
、「
私
」
は
、
現
実

の
進
行
に
則
し
て
、「
迷
ひ
出
し
た
」「
分
ら
な
く
な
り
出
し
た
」「
私
は
も
う

私
が
分
ら
な
く
な
つ
て
来
た
」
と
い
う
認
識
不
能
を
呈
し
て
ゆ
く
。＜

機
械＞

に
支
配
さ
れ
る
登
場
人
物
の
異
常
の
原
因
と
、＜

機
械＞

の
正
体
で
あ
る
「
熱

力
学
」
の
法
則
と
は
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
五
、

　　
『
化
学
本
論
』
第
二
編
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
」
で
、
片
山
は
、「
認
識
の
根
本
」

を
「
熱
力
学
」
で
説
明
し
よ
う
と
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
滅
の
原
則
は
分
子
原
子
の
仮
説
と
も
重
要
な
る
関
係
を

有
し
て
居
る
。
分
子
説
に
依
れ
ば
総
て
の
物
体
の
分
子
は
常
に
運
動
し
て
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居
る
。
而
し
て
其
の
速
度
が
増
せ
ば
分
子
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
す
。

之
を
吾
人
は
温
度
が
高
ま
る
と
感
ず
る
の
で
あ
る
。
即
ち
熱
は
分
子
の
運

動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と
見
做
す
。（
中
略
）

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
と
し
て
総
て
の
現
象
を
説
明
す
る
様
に
考
ふ
る
こ
と

も
出
来
る
。
吾
等
が
総
て
の
現
象
を
五
感
に
依
つ
て
認
む
る
手
続
を
観
察

す
る
と
、
皆
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
化
に
依
る
こ
と
を
知
る
。
例
へ
ば
物
を
見

る
の
は
、
其
の
物
体
よ
り
来
た
る
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
目
の
網
膜
に
働
く

作
用
で
あ
る
。
固
態
を
手
に
て
触
れ
て
知
る
の
は
、
皮
膚
の
容
積
の
変
化

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
基
く
の
で
あ
る
。
熱
く
感
ず
る
の
は
熱
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
変
化
に
依
る
。
斯
く
観
察
し
来
れ
ば
吾
等
の
認
識
の
根
本
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

　

斯
く
の
如
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
と
し
て
自
然
科
学
を
組
み
立
つ
る
方
法

を
エ
ネ
ル
ギ
チ
ク
（Energetics

）
と
云
ひO
stw
ald

氏
及
びH

elm

氏
等

の
唱
ふ
る
所
で
あ
る
。
此
説
に
よ
れ
ば
分
子
原
子
等
の
仮
説
は
重
き
を

置
か
れ
な
い
。
此
説
に
反
し
て
分
子
原
子
を
仮
定
し
力
学
を
基
礎
と
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
説
明
し
、
之
に
よ
り
自
然
科
学
の
系
統
を
組
み
立

て
ん
と
す
る
企
を
ア
ト
ミ
ス
チ
ク
（A

tom
istics

）
又
は
メ
カ
ニ
ス
チ
ク

（M
echanistics

）
と
云
ふ
。Boltzm

ann

氏
其
の
他
多
数
の
物
理
学
者

の
説
く
所
で
あ
る
。
此
の
二
種
の
見
地
は
何
れ
も
相
当
の
理
由
の
あ
る
こ

と
な
れ
ば
、
一
方
に
遍
せ
ぬ
が
可
い
。
仮
説
も
実
験
に
撞
著
せ
ざ
る
範
囲

内
に
て
自
由
に
採
用
し
て
進
む
こ
と
を
穏
当
と
信
ず
る
。

　
『
化
学
本
論
』
で
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
滅
の
原
則
」
を
紹
介
し
て
、「
熱
は

分
子
の
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
基
と
し
て
総
て
の
現
象
を
説
明
」
し
得
る
と
し
、「
総
て
の
現
象
を

五
感
に
依
つ
て
認
む
る
手
続
を
観
察
す
る
と
、
皆
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
化
に
依

る
」
と
総
括
す
る
。「
物
を
見
る
」
と
は
、
そ
の
物
体
の
発
す
る
光
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
目
の
網
膜
に
作
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
触
覚
も
皮
膚
の
容
積
や
熱
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
化
で
説
明
さ
れ
る
。
高
橋
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
11
）、
片
山

は
、
化
学
の
領
分
を
越
え
て
、
人
間
の
「
認
識
の
根
本
」
ま
で
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

に
原
因
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

片
山
は
、
人
間
の
「
認
識
」
ま
で
、
身
体
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
「
五
感
」
の

接
触
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
た
。
力
学
を
基
礎
と
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
自
然
科
学
の
系
統
を
組
み
立
て
る
方
法
を
「
メ
カ
ニ
ス
チ

ク
」
と
い
う
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
観
察
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
観

察
さ
れ
る
「
総
て
の
現
象
」
の
一
部
と
し
て
統
合
さ
れ
る
。
横
光
は
、「
文
字

に
つ
い
て
─
─
形
式
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
─
─
」（
12
）

に
お
い
て
、
ほ
ぼ

原
文
に
近
い
形
で
、『
化
学
本
論
』「
メ
カ
ニ
ス
チ
ク
」
の
一
節
を
引
用
し
て
い

た
。　

総
て
現
実
と
云
ふ
も
の
─
─
即
ち
わ
れ
わ
れ
の
主
観
の
客
体
と
な
る
べ

き
純
粋
客
観
─
─
物
自
而
─
─
最
も
明
白
に
云
つ
て
自
然
そ
の
も
の
─
─

は
い
か
な
る
運
動
を
し
て
ゐ
る
か
、
と
云
ふ
運
動
法
則
を
、
こ
れ
ま
た
最

も
科
学
的
に
、
さ
う
し
て
、
そ
れ
以
上
の
厳
密
な
る
科
学
的
方
法
は
赦

さ
れ
得
ざ
る
状
態
に
ま
で
近
か
づ
け
て
、
観
測
す
る
と
云
ふ
、
こ
れ
ま
た

同
様
に
最
も
客
観
的
に
、
い
さ
さ
か
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
も
混
へ

ず
、
冷
然
た
る
以
上
の
厳
格
さ
を
も
つ
て
、
眺
め
る
思
想
─
─
こ
れ
を
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
云
ふ
。

　

此
の
創
設
者
をBoltzm

ann

と
云
ふ
。
彼
は
物
質
の
根
原
を
な
す
分
子

原
子
を
仮
定
し
、
力
学
を
基
礎
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
説
明
し
、
之
れ
に

よ
つ
て
自
然
科
学
の
一
切
の
系
統
を
組
み
立
て
や
う
と
し
た
。
彼
の
此
の

方
法
は
、
最
初
はA

tom
istics

（
原
子
論
説
）
と
云
は
れ
た
。
が
、
更
に
、
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転
じ
てM

echanistics

（
力
学
説
）
と
云
は
れ
た
。

　

こ
れ
が
、
目
下
、
世
界
の
思
想
史
上
に
於
て
、
最
も
進
歩
し
た
思
想
に

な
り
つ
つ
あ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
最
初
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
然
科
学
は
勿

論
、
経
済
学
、
社
会
学
、
哲
学
、
芸
術
、
そ
の
他
一
般
自
然
現
象
の
観
察

方
法
と
し
て
の
、
こ
れ
以
上
の
正
確
さ
と
、
否
、
寧
ろ
、
正
確
そ
の
も
の

が
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
が
ご
と
き
、
思
想
形
態
と
な
つ
て
出
現
し
つ
つ
あ

る
。
さ
う
し
て
、
文
学
に
於
て
は
、
形
式
主
義
が
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
現
れ
と

な
つ
て
現
れ
出
し
た
。

　

横
光
は
、「
文
字
に
つ
い
て
─
─
形
式
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
─
─
」
に

お
い
て
、「
機
械
」
で
使
う
「
現
実
」
と
い
う
言
葉
を
持
ち
出
し
、
そ
れ
を
「
自

然
」
と
も
解
釈
し
、
そ
の
「
運
動
法
則
」
を
科
学
的
に
観
測
し
、
客
観
的
に
眺

め
る
思
想
を
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
呼
ぶ
。
横
光
が
、
片
山
の
「
メ
カ
ニ
ス
チ
ク
」

の
思
想
を
、
自
然
科
学
だ
け
で
は
な
く
、「
経
済
学
、
社
会
学
、
哲
学
、
芸
術
、

そ
の
他
一
般
自
然
現
象
の
観
察
方
法
」
と
し
て
敷
衍
し
た
点
に
注
目
し
た
い
。

　

わ
れ
〳
〵
は
こ
れ
か
ら
、
此
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
延
長
さ
せ
て
─
─
此
の

わ
れ
わ
れ
の
生
存
し
つ
つ
あ
る
限
り
、
他
の
何
物
よ
り
も
信
じ
る
こ
と
の

出
来
得
る
科
学
を
根
拠
に
し
て
、
一
切
の
文
学
を
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

先
づ
私
た
ち
は
、
文
学
が
文
学
で
あ
る
が
た
め
の
、
第
一
要
素
で
あ
る

文
字
に
つ
い
て
、
考
察
し
よ
う
。

　

文
字
は
物
体
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
そ
れ
は
、
人
間
が
製
造
し
た
物
体

で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
勝
本
清
一
郎
、
小
宮
山
明
敏
両
氏
を
除
い
て

は
、
何
人
と
雖
も
、
頷
く
に
ち
が
ひ
な
い
。
し
か
し
、
文
字
は
物
体
で
あ

る
以
上
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
従
へ
ば
、
内
容
を
持
つ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
、

そ
の
文
字
と
云
ふ
物
体
の
内
容
は
、
ど
こ
か
ら
測
定
す
る
か
。
即
ち
、
わ

れ
わ
れ
は
そ
の
内
容
を
、
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
と
知
覚
と
に
従
つ
て
、
そ
の

文
字
で
あ
る
物
体
の
形
式
か
ら
、
山
な
ら
山
、
海
な
ら
海
と
云
ふ
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
る
の
だ
。
そ
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
が
、
そ
の
文
字
で
あ
る
物

体
の
形
式
か
ら
、
何
の
特
別
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
感
じ
な
い
と
す
れ

ば
、
そ
の
感
じ
得
ら
れ
な
か
つ
た
そ
の
者
の
感
覚
と
知
覚
に
、
何
ら
か
の

欠
陥
が
あ
つ
た
の
で
、
そ
れ
は
そ
の
文
字
で
あ
る
物
体
と
し
て
の
形
式
そ

の
も
の
に
は
、
何
の
責
任
も
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
文
字
と
し
て
の
形

式
は
そ
の
彼
の
前
に
存
在
は
し
て
ゐ
る
が
、
彼
そ
の
も
の
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
得
る
能
力
が
な
い
た
め
に
、
内
容
が
発
生
し
な
か
つ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
れ
を
云
ひ
換
へ
る
と
、
内
容
と
は
、
読
者
と
文
字
の
形
式
と
の
間
に

起
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
同
一
な
る
文
字
の
形
式
か
ら
は
変

化
せ
ら
れ
ず
、
読
者
の
頭
脳
の
た
め
に
変
化
を
生
じ
る
と
云
ふ
こ
と
が
明

瞭
に
な
る
。
即
ち
、
私
が
、
内
容
と
は
形
式
か
ら
受
け
る
読
者
の
幻
想
で

あ
る
と
云
つ
た
の
は
、
こ
れ
を
意
味
す
る
。
そ
れ
故
、
同
一
物
体
で
あ
る

形
式
か
ら
発
す
る
内
容
と
云
ふ
も
の
は
、
そ
の
同
一
物
体
を
見
る
読
者
の

数
に
従
つ
て
、
変
化
し
て
ゐ
る
。

　
『
化
学
本
論
』
の
思
想
を
受
容
し
た
横
光
は
、
そ
れ
を
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と

し
て
「
延
長
」
さ
せ
、
さ
ら
に
思
想
を
展
開
さ
せ
る
。
彼
は
、「
文
字
は
人
間

が
製
造
し
た
物
体
で
あ
る
」
と
主
張
し
つ
つ
、「
感
覚
と
知
覚
」
に
「
欠
陥
」

が
な
け
れ
ば
、
人
間
は
、「
感
覚
と
知
覚
と
に
従
つ
て
」、「
物
体
」
か
ら
、
必

ず
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
」
と
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
は
、

「
同
一
物
体
」
か
ら
変
化
し
な
い
。
観
察
者
の
「
頭
脳
」
の
相
違
に
よ
っ
て
変

化
し
、
異
な
る
「
幻
想
」
が
生
じ
る
。
そ
れ
故
に
、「
同
一
物
体
」
に
よ
っ
て

生
じ
た
「
幻
想
」
は
、
観
察
者
の
「
数
に
従
つ
て
、
変
化
」
す
る
も
の
で
あ
る
。
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『
化
学
本
論
』
の
認
識
を
め
ぐ
る
思
想
は
、
身
体
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
身
体

表
面
の
「
五
感
」
に
到
達
す
る
点
に
着
目
し
、「
認
識
の
根
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
結
論
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
容
し
た
横
光
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

身
体
内
に
入
っ
た
後
の
反
応
を
思
考
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
彼
は
、
観

察
者
の
「
頭
脳
」
が
そ
れ
ぞ
れ
相
違
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
現
実
の
認
識
は
、

「
頭
脳
」
の
相
違
に
よ
っ
て
変
化
す
る
と
い
う
結
論
に
た
ど
り
着
く
。

　

横
光
の
思
想
を
総
括
す
れ
ば
、
身
体
外
の
「
物
体
」
は
、「
光
」
或
は
「
熱
」

の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
形
で
、「
目
の
網
膜
」
或
は
「
皮
膚
」
な
ど
の
「
五

感
」
を
経
由
し
て
、
身
体
内
に
取
り
込
ま
れ
、
最
終
的
に
「
頭
脳
」
の
中
に
「
認

識
」
を
形
成
す
る
。「
同
一
物
体
」
に
対
す
る
「
認
識
」
が
、
各
「
頭
脳
」
に
よ
っ

て
相
違
す
る
こ
と
は
、
認
識
と
は
客
観
的
・
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
現
実

の
運
動
と
共
に
変
化
し
て
い
く
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ

の
思
想
が
小
説
「
機
械
」
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

横
光
は
、「
機
械
」
に
お
い
て
、
登
場
人
物
の
異
常
の
原
因
を
、
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。

　

此
の
穴
へ
落
ち
込
む
と
金
属
を
腐
蝕
さ
せ
る
塩
化
鉄
で
衣
類
や
皮
膚
が

だ
ん
だ
ん
役
に
立
た
な
く
な
り
、
臭
素
の
刺
戟
で
咽
喉
を
破
壊
し
夜
の
睡

眠
が
と
れ
な
く
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
頭
脳
の
組
織
が
変
化
し
て
来
て
視

力
さ
へ
も
薄
れ
て
来
る
。（
第
一
段
落
）

　
「
私
」
は
、「
塩
化
鉄
」
と
「
臭
素
」
の
影
響
で
、「
皮
膚
」「
咽
喉
」
な
ど
の

「
五
感
」
が
破
壊
さ
れ
、「
頭
脳
の
組
織
」
も
変
化
し
て
「
視
力
」
さ
え
薄
れ
て

い
く
。

　

実
際
私
た
ち
の
此
の
馬
鹿
馬
鹿
し
い
格
闘
も
原
因
は
屋
敷
が
暗
室
へ
這

入
つ
た
こ
と
か
ら
だ
と
は
云
へ
五
万
枚
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
短
時
日
の

間
に
仕
上
げ
た
疲
労
が
よ
り
大
き
な
原
因
に
な
つ
て
ゐ
た
に
決
つ
て
ゐ
る

の
だ
。
殊
に
真
鍮
を
腐
蝕
さ
せ
る
と
き
の
塩
化
鉄
の
塩
素
は
そ
れ
が
多
量

に
続
い
て
出
れ
ば
出
る
ほ
ど
神
経
を
疲
労
さ
せ
る
ば
か
り
で
は
な
く
人
間

の
理
性
を
さ
へ
混
乱
さ
せ
て
し
ま
ふ
の
だ
。（
第
七
段
落
）

　

乱
闘
の
後
、「
私
」
は
、
そ
の
原
因
を
、「
短
時
日
の
間
に
仕
上
げ
た
疲
労
」

に
求
め
て
い
る
。
特
に
「
塩
化
鉄
の
塩
素
」
が
「
神
経
」
を
疲
労
さ
せ
、
人
間

の
理
性
を
混
乱
さ
せ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。

　

確
に
あ
ん
ま
り
主
人
の
頭
は
奇
怪
だ
か
ら
だ
。
そ
れ
は
塩
化
鉄
の
長
年

の
作
用
の
結
果
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
つ
て
み
て
も
頭
の
欠
陥
ほ
ど
恐

る
べ
き
も
の
は
な
い
で
は
な
い
か
。（
第
七
段
落
）

　

い
つ
も
「
機
械
の
よ
う
に
」
金
銭
を
紛
失
す
る
と
い
う
主
人
の
「
欠
陥
」
に

つ
い
て
、「
私
」
は
、「
塩
化
鉄
の
長
年
の
作
用
」
が
引
き
起
こ
し
た
「
頭
の
欠

陥
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

い
や
、
も
う
私
の
頭
も
い
つ
の
間
に
か
主
人
の
頭
の
や
う
に
早
や
塩
化

鉄
に
侵
さ
れ
て
了
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
私
は
も
う
私
が
分
ら

な
く
な
つ
て
来
た
。
私
は
た
だ
近
づ
い
て
来
る
機
械
の
鋭
い
先
尖
が
じ
り

じ
り
私
を
狙
つ
て
ゐ
る
の
を
感
じ
る
だ
け
だ
。
誰
か
も
う
私
に
代
つ
て
私

を
審
い
て
く
れ
。
私
が
何
を
し
て
来
た
か
そ
ん
な
こ
と
を
私
に
聞
い
た
つ

て
私
の
知
つ
て
ゐ
よ
う
筈
が
な
い
の
だ
か
ら
。（
第
八
段
落
）

　

作
品
の
結
末
に
お
い
て
、「
私
」
は
、
自
分
の
異
常
を
自
覚
し
、「
も
う
私
の

頭
も
い
つ
の
間
に
か
主
人
の
頭
の
や
う
に
早
や
塩
化
鉄
に
侵
さ
れ
て
了
つ
て
ゐ

る
」
こ
と
を
疑
っ
て
い
る
。

　
「
機
械
」
の
登
場
人
物
の
狂
人
化
の
原
因
は
、
化
学
薬
品
に
よ
る
認
知
機
能

の
低
減
に
あ
っ
た
。
化
学
反
応
は
、「
熱
力
学
」
の
法
則
に
基
づ
き
、
薬
品
同

士
の
間
に
だ
け
働
く
の
で
は
な
く
、
化
学
薬
品
と
人
間
の
身
体
の
間
に
も
作
用

す
る
。
化
学
反
応
に
よ
っ
て
、
身
体
構
造
は
改
変
さ
れ
、「
頭
脳
の
組
織
」
は
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破
壊
さ
れ
る
。
最
終
的
に
は
、
現
実
へ
の
認
識
さ
え
変
化
し
て
い
る
。『
化
学

本
論
』
の
「
メ
カ
ニ
ス
チ
ク
」
を
発
展
さ
せ
、
認
識
の
相
対
性
と
い
う
思
考
に

到
達
し
た
横
光
は
、
化
学
薬
品
に
よ
る
「
頭
脳
の
組
織
」
の
損
害
が
認
知
機
能

の
障
害
を
も
た
ら
す
と
い
う
構
想
の
下
に
、「
機
械
」
を
創
作
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
六
、

　　

従
来
の
研
究
は
、「
機
械
」
に
自
然
の
法
則
性
と
い
う
主
題
を
認
め
つ
つ
も
、

そ
の
法
則
性
の
理
論
的
根
拠
は
指
摘
さ
れ
ず
、
登
場
人
物
の
狂
人
化
と
の
関
係

も
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、「
機
械
」
に
は
、
大
量
の
化
学
用
語
が

出
現
す
る
。
横
光
に
お
け
る
化
学
知
識
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
知
識
と
小
説
創
作
の
方
法
を
有
機
的
に

結
び
つ
け
た
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、「
機
械
」
に
お
け
る
化

学
知
識
と
法
則
性
の
理
論
的
根
拠
を
『
化
学
本
論
』
に
求
め
つ
つ
、
横
光
の
思

想
と
照
ら
し
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、「
機
械
」
の
解
読
を
試
み
た
。

　
『
化
学
本
論
』
の
出
版
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
「
機
械
」
の
如
く
働

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
輪
回
行
」
と
し
た
宇
宙
観
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
。『
化

学
本
論
』
で
、
片
山
は
、
身
体
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
身
体
表
面
の
「
五
感
」
の

接
触
を
以
て
、「
認
識
の
根
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
主
張
す
る
。
そ
れ
を
受
容

し
た
横
光
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
身
体
内
に
入
っ
た
後
の
「
頭
脳
」
の
相
違
に
注

目
し
て
、
認
識
の
相
対
性
と
い
う
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
思
想
に
達
し
た
。「
機
械
」

は
、「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
思
想
を
小
説
化
し
た
作
品
で
あ
る
。

　
「
機
械
」
で
、
横
光
は
、「
私
」
に
「
化
合
物
と
元
素
の
有
機
関
係
を
験
べ
」

さ
せ
る
こ
と
で
、
化
学
反
応
の
背
後
に
潜
む
「
機
械
の
よ
う
な
法
則
」
に
目
覚

め
さ
せ
る
。
混
沌
と
し
た
現
実
が
進
行
す
る
に
つ
れ
、
再
び
「
私
」
に
、
人
間

の
行
動
を
予
め
決
定
す
る
「
見
え
ざ
る
機
械
」
の
存
在
に
気
づ
か
せ
、
宇
宙
間

の
す
べ
て
の
現
象
を
支
配
す
る
「
熱
力
学
」
の
法
則
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

一
方
、
化
学
薬
品
に
よ
っ
て
「
頭
脳
の
組
織
」
の
侵
さ
れ
た
登
場
人
物
た
ち
が
、

次
々
と
狂
人
と
な
っ
て
い
く
様
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
、「
私
」
に
「
私
は

も
う
私
が
分
ら
な
く
な
つ
て
来
た
」、「
誰
か
も
う
私
に
代
つ
て
私
を
審
い
て
く

れ
」
と
訴
え
さ
せ
る
と
い
う
「
機
械
」
の
結
末
は
、
人
間
の
意
識
も
自
然
法
則

に
支
配
さ
れ
、
客
観
的
・
絶
対
的
に
世
界
を
認
識
で
き
る
独
立
し
た
存
在
で
は

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

注

 

（
１
）  　

谷
川
徹
三
「
文
芸
時
評
」（『
新
潮
』、
一
九
三
○
・
十
）
六
一
頁

 

（
２
）  　

井
上
良
雄
「
横
光
利
一
の
転
向
」（『
横
光
利
一
』、
文
泉
堂
出
版
、

一
九
七
八
。
初
出
「
横
光
利
一
の
転
向
」（『
詩
と
散
文
』、
一
九
三
一
・

二
））
一
二
三
頁
―
一
二
四
頁

 

（
３
）  　

畑
井
俊
幸
「「
機
械
」
に
見
る
横
光
利
一
の
生
態
学
的
な
眼
」（『
横

光
利
一
』、
日
本
大
学
芸
術
学
部
文
芸
学
科
、
一
九
七
一
）
一
○
頁
―

一
一
頁

 

（
４
）  　

河
田
和
子
「
横
光
利
一
の
観
念
形
成
過
程
の
一
考
察
」（『
古
典
研
究
』

第
十
八
号
、
一
九
九
一
・
六
）
五
四
頁

 
（
５
）  　

濱
川
勝
彦
「「
機
械
」
─
─
戯
画
化
さ
れ
た
自
意
識
の
混
迷
」（『
論

考
横
光
利
一
』、
和
泉
書
院
、
二
○
○
一
）
一
六
八
頁

 

（
６
）  　

横
光
利
一
「
芸
術
派
の
真
理
主
義
に
つ
い
て
（
中
）」（『
読
売
新
聞
』、

一
九
三
○
・
三
・
十
八
）

 

（
７
）  　

横
光
利
一
「
現
実
界
隈
」（『
改
造
』
第
十
四
巻
第
五
号
、
一
九
三
二
・
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五
）

 
（
８
）  　

片
山
正
夫
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
小
野
昌
弘
「
化
学
本
論
と
宮
沢
賢

治
」（『
大
阪
市
立
科
学
館
研
究
報
告
』
第
二
十
七
号
、
二
○
一
七
）
を

参
照
。

 

（
９
）  　

山
本
亮
介
「
形
式
主
義
文
学
論
の
周
辺
」（『
横
光
利
一
と
小
説
の
論

理
』、
笠
間
書
院
、
二
○
○
八
。
初
出
「
横
光
利
一
と
自
然
科
学
─
─

「
形
式
主
義
文
学
論
争
」
前
後
を
中
心
に
─
─
」（『
文
芸
と
批
評
』
第

八
巻
第
九
号
、
一
九
九
九
・
五
））
五
四
頁
―
六
一
頁

 

（
10
）  　

高
橋
幸
平
「＜

新
感
覚
論＞

か
ら＜

形
式
論＞

へ
─
─
横
光
利
一
の

文
学
論
─
─
」（『
国
語
国
文
』
第
八
十
四
巻
第
三
号
、
二
○
一
五
・
三
）

三
八
頁
―
五
五
頁

　
　
　

 　

加
藤
夢
三
「
新
感
覚
派
の
物
理
主
義
者
た
ち
─
─
横
光
利
一
と
稲
垣

足
穂
の
「
現
実
」
観
─
─
」（『
合
理
的
な
も
の
の
詩
学
─
─
近
現
代
日

本
文
学
と
理
論
物
理
学
の
邂
逅
─
─
』、
ひ
つ
じ
書
房
、
二
○
一
九
。

初
出
「
新
感
覚
派
の
物
理
主
義
者
た
ち
─
─
横
光
利
一
と
稲
垣
足
穂

の
科
学
観
─
─
」（『
横
光
利
一
研
究
』
第
十
五
巻
、
二
○
十
七
・
三
））

一
二
○
頁
―
一
四
六
頁

 

（
11
）  　

注
（
10
）
高
橋
論
文
。

 

（
12
）  　

横
光
利
一
「
文
字
に
つ
い
て
─
─
形
式
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
─

─
」（『
創
作
月
刊
』
第
二
巻
第
三
号
、
一
九
二
九
・
三
）

　【
付
記
】

　

本
稿
中
に
引
用
し
た
横
光
の
文
章
は
、
全
集
未
収
録
エ
ッ
セ
イ
「
芸
術
派
の

真
理
主
義
に
つ
い
て
（
中
）」
を
初
出
紙
で
引
用
し
た
以
外
、
す
べ
て
河
出
書

房
新
社
版
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
に
拠
っ
た
。

　

本
稿
は
、
二
〇
二
三
年
度
日
本
近
代
文
学
会
秋
季
大
会
（
二
○
二
三
年
十
月

二
十
二
日
、
於
北
海
道
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
も
と
づ
く
。
席
上
で

賜
っ
た
ご
教
示
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

 

（
え
い
・
そ
う
え
ん
）
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